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胚葉から見た動物と植物の形追補

小 林 貞 夫
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Abstract

ThegermhyerConceptofanimaisfacilitatestheunderstandingtherelationsofanimalsand

plants.

Comparingorganizationofanimalsw地 thatofplants,theconsidera鮎nbasedon也eshootapi-

eatmeristemandlateralapicalmeristemofplantsishe短鮎Houndersもand払es紐uctureofembryo

tissueofanimals.Inthecaseofhuman,Consideringtheborderofectodem andendodem asthe

esophago一gastricmucosaljtmction.itiseasytobeunderstoodthebasicfonnofanimals.Inother

angiosperms,itisnecessarytounderstandaridexaminethathypocotyllocatedbe紬eenshootand

root.Inthecaseofplants.itcanbeconsideredstom註astheborderofectodermandendodem.

Hypocotylsisthecenterinplants.Itattractsattentionasassume払ishypoeotylasphytomerunit.

rFheobservationresuまもontilleringofriceshowsthiswell.

Vascularbundleinhypocotyloftheplantwhichgrewupisnoteasilyconnectedtovascularof

bundleofshoot.leafandsometimescomplicated.Inaddition,alotofmeristemequiva豆enもtothe

enlbryooftheanimalaredistribtltedovertheplant.

′mereproductiveorganwhichはkestheleadingroleinalternationofgenerationsresemblein

animdsandplants,anditcanbeunderstood血atmeso払eliumofanimalsiscommonwithepithe-

1iumaroundseedandpollen.

Gobletee竜王atseedepitheliumofNelumboisnoticed.Thispartisaccompaniedbypalisadetis-

Stle.

heywords:EsophagogastrcMu｡()Satjunction.stollla,hypocotyl.phytomerunit､tillering.

mesothelium,Nelumbo,gobletce呈1,palisadetissue

は じ め に 葉という整理の仕方を植物にも及ぼし,更に両者

の基本的な形を理解する手掛かりを得たと考え,

動物 と植物の共通性と,多様性についてはこれ 追補する.

まで多く論じられてきている.前回同様動物の駐
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検 討 植 物

今回検討した植物は医師公舎空き地に生育 した

ネギ,ジギタリス,トウモロコシ,カボチャ,西会

津町に容易に検討する機会を得たハスチマムシグ

サ,イネを検討した.

目 的

動物において使用されている賑葉という形で植

物を観察し,動物との共通性を見出す事である.

検 討 方 法

AWA固定 し,標本作製は江東微研病理研究所

析出/JI芋に依頼した.染色はHE.FAS,HID-AB

染色を行い,場合により位相差条件で観察した,

所 見

1.ネギ

花,茎,椙の標本を稚製する.今回茎と根がか

かわっている部を仮称 茎東部phytomerunitと

して記 し,次いで花都,椴を示 した,他の植物種

についても同様の表現をする.

単子葉植物のネギの茎撮部はひげ厳系を形成す

る.茎椴部は茎部よりやや太くなっている.多数

の根が出ており,ひげ枢系である (図1).比較の

ため双子葉植物であるササギの茎根部を示す (図

2).

茎根部横断組織像では維管束は錯綜して分布し

ている.このため取部,茎部の維管束を結び付け

にくい (図3上

茎槻部において頂端分裂組織を見る.分裂組織

が多い.以下検討 した部分に合わせて図の番号を

いれる (図 7工

芸根部においては層状,同心円状に鱗茎をみる

(図 10).花部においては裸子植物と同じ通常の形

を見る事ができる.おしべには花粉を容れた花粉

嚢があり,中に花粉をいれている.嚢の壁は横断

面では中東に隔壁を持つほぼ四角い形の嚢を見

る.隔壁には細胞が多く並び,維管束がある.隔

壁の中央は広がっておる.隔壁対側には嚢の壁が

一部なく,口辺組織を見る.花粉の外への流出を

容易にしていると思われる.隔壁以外の嚢の壁は

ほぼ2層である♯外側の細胞は内側の中皮である

紺地に比し人きく.両君は異なる (図 12上

種子部において種子の上皮は1層の上皮として

分化している.これを覆う親由来の子房の上皮は

i層の大型の細胞で,外側表面には細かい針状の

突起がある.数層の実質細胞層を経て,穫予に面

する上皮は外側の細胞とは異なり,背が低く,細

い窯超もない.細胞の形が異なる (図 13).

厳部においては中央に維管束を有し,一部 1層

の上皮で土と按 している.

2.ジギタリス

ジギタリスの茎撮部はひげ根系を形成する.茎

枢部の維管束は錯綜 しており,整然とした配置は

観察 されない.頂端分裂組織も見られ,上皮は層

状にならんでいるが,1層の上皮として分化して

いない.

花は子房においては種子の形成が多数見られ

る.種子は横断では放射状に多数並んでいる.種

子を入れておく腔の上皮は背の低い細胞がならん

でおる.外に揺する上皮は背が高 く,立方状で,

明らかに両者は区別できる (図 14).

外側の上皮には気孔 stomaが散在している.茎

部維管束には新たな維管束の出現を見る.上皮は

素面層状になっている.葉に見るような1層の上

皮で覆われては見えない.茎,葉に見るような分

化がまだ完成 してないと思われる.

茎根部から出る根には維管束は乱れなく形成さ

れている.根の上皮は 1層の上皮で覆われている

が,一部では土が実質細胞部に接 している,

3.ハス

日常食単の上にのぼるハス い/ンコン)は衝面

で大きな頬円形の穴があいている.その組織像を

観察する機会を得た.6月初め池の単のハス根を

掘り出し,根茎の標本を作製し,観察 した.レン

コンの穴を覆う細胞には上皮はなく,疎な組織が
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Gal JL手書且牡 ネギ X 暮 tll辞 (B+ fT牧の屯淵) 斗 E92 35Z子井は牡 ササギ 茎一圭一銀(JEA rj牧の屯Ld7-漢

図5 トウモロコシ X tRd (JEl*l 托f東はJB棉している.PAS

'5問を作っていた 一部細胞の少ない疎な網状の ヒダ収を出している部に近い組織の堪擬部横断

組縦も見られた.JJy教組続が見られ.衣而一部個 性では維管火は結締 している (図4)

状である 表面の 1桐の 卜皮は分化が進んでいる 8月初旬ハスの花の開花時糊オシペ.子Ifi'の組

(図9) 織を観紫 した.オンペ内腔L=は多数の花粉があり.
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■ ‡ 妄 ≡
四一 イネ 別 1つ JIN書に分iZX*t書すら.PAS

幽 表 轟 i

感 -- -lag

Ei]川 ネギ Z ･JE事においてJr挟.円心円状の■ZモAる.HE

球状からU字状と色々である_蕪内面を額う上皮

は -̂型の細胞が2,3層占めている 好塩基作に染

まる細胞質を有 している.花粉頚を綴う上皮は背

の低い l層の上皮からなり,明らかに其なる (図

15)

8月下旬ハスの花は満開,一部花弁は散り.様

EglJ ハス7t子 J状､同心円状の■38｡HID-AJi

fを観察 した.種子を割ると発井に向けた組織を

見た

稲子を入れた秦内面の上皮は背の低い上皮から

なるが,盛即ち子所を裡う上皮は背が拓く,1屑

の上皮からなっている.その と皮の下部には柏色

の色戒を有する細胞屑がある 様子部には樹状の
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ESn 4 ジギタリス 子IF外良と､■子に面する中皮はAなさ｡PAS 図 15 ハス 花粉*外皮と､花粉に面する中点はAIJ:る｡PAS

忌 ● ･

圭 ' ~_. _ J

構造がある (図 1り

3個o)ハス確子断面である (図 17) 榔子の外

側上皮に明らかな杯耕し胞を観照 した 杯紺鞄を有

している部分には棚状組織がある (図 18)

発育初期の㈹状組織には杯細胞は少なかった

棚状組織のない上皮には杯細胞を見ない 種子に

は多数の PAS暢作腰粒を有する親に属する超ふ

組織と,了･の肺組織はおおよそ阿別 して推測され

る

きれいに並んださく状組織にはほぼ同じ向さに

核からわずか離れた位虻に上皮に､L'J行に拙い線が

認められる 小点状部分があり.つながっている
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旬 18 ハスa千林淵F5を有Tる上皮､fT扶相NL､ま手軽*｡PAS

小J烹状部分で上肢に近い即で上皮の湛底FrLTの少し

卜にもやや拙く線模様がある (図 19)

両省カスバリ-練と言えるのではないか

4.トウモロコシ

H240621棚甫店より齢を購入 し.公舎窄き地

に梱える 約 1カ月後順湘に待つ 豊根部を抑り

出す ヒゲ槻系である 茎舶部の茎は第 1節上の

考に較べ糾い 戯Wr面では維管束は錯綜 している

(図5)

子房排においては相子の生育が進み.オシペの

鰍 二は花粉があり,盛の内側をl勺める上]女は背が

低く.外壁の上皮は背が高い 両省に差がある

根部においてはrll火に維管束があり,衣面上皮

は見分けにくい

EgH9 ハス種子J=皮1不的 胞｡HID-AB

5.カボチャ

伯仇の茎相部は太い ひげ槻系である 派出し

では経常:束は郎綜 している

花部においでは花粉を解れておる萌のl～T州は背

が低く,外壁_卜皮は人きい 両前に差がある (図

)6)

子17,L部では純子は発育し,上皮は1I削二分化し

ている部分と,｣二度と区11IJ出来ない誹/Jlとある

発育している 誹は樹状になっている

槻部においては維管束が中心にあり.1屑の上

皮がある所と,基本組織榊胸が直接 lに招してい

る所とある

他の検索した植物と共池している.
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6.イネ

イネは勿論多くの方々に詳細に検討されてきて

いるが,梶と茎の間である腔軸部は重要である.

腔軸部では根と茎の閏であり,分げっが行われる.

分げっによって根,茎が増えていく (図6).

検 討

動物と植物の共通性と多様性については多数論

じられ,組織像について述べられている1ト 8)

今回も追補の形で動物の駐薬という表現を植物

にあてはめて整理 したい.植物の上皮は1層の上

皮からなる部分が多い.それは動物の組織にもあ

てはまる.

外腔薬と由来を整理する事は容易である.植物

ではこれまで外妊葉という表現は取 られてない.

内腔薬という組織は動物では主に消化管由来の組

織がそれにあたる.

植物では代謝を担う部分は基本組織があたり,

内腔葉と整理 して良いと考える.

車駐葉にあたるものは動物では骨,結合組織,

血管等であるが,植物では維管束が相当する.

外販葉,内腔葉の境界は動物では口側では食

道 ･胃粘膜接合部がそれにあたる9ト 12).旺門側

にもそれにあたる部分はある.植物では代謝,級

織像を考えると気孔の部がそれにあたる13)

仮称 茎根部 ph.vtomerunit一膝軸 hypocot.vlに

ついて

双子葉,単子葉植物は動物と同じく詳細に検討

されて来ている.厳があり,茎があり,花がある

形であるが,植物の中心はどこにあるかと考えた.

それは茎と根との間のあたりと理解するとわかり

やすい.ここでは仮称 茎枢部と表現 した.種子

は発生が始まる暗点で,子葉都,椴部と分化 して

発育する.子葉部の変化と共に,茎は発育が進み,

葉を伸 す,花を付け,次世代の個体を作る準備を

する.子葉部と根部の間は仮称とした茎椙部即ち

腔軸 hypocotylである.ネギでは茎の下端で太く

なっている所,ササギでは子葉から椙 までの閣

(図 1,2),根部は勿論それに相当する発育をす
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る.厳と茎部を結び付けている部分である腔軸は

植物の中心にあたると理解する.成長 した植物個

体では限局 した組織としてとらえにくい.しかし

これを植物個体の中心と考えると動物の体制と比

較してわかりやすい.極端にいうならば根はイカ,

タコの手足であり,地上に出ている植物の部分は

椎体が連なる脊椎動物の休部である.根と茎を績

んでいるこの腔軸の維管束は錯走 している (図 3,

4,5).整理 しにくいのがこの部の特徴とも言える.

分げっtilleringについて

イネでは成長の過程で分げっ 14)15)が行われる

(図6).

これはこの部が腔軸の特質を持ち続けており,

イネという植物個体の中心を担っていると解釈す

る.肝軸の増殖分裂後は撰 7ネギ予図 8ジギタリ

ス,図9ハスでも示 している.駐軸での分裂組織

の結果は層状の構造をもたらす.図 10ネギ,図

11ハスにも見る.分げっはホヤの無性生殖と較ぺ

興味深い 16ト 18)

植物は腔細胞機能を有する細胞,組織が多数散

在しているため,何処が中心であるか整理 しにく

い.しかし茎梶部すなわち胚軸を中心と考える事

は植物の形を理解しやすい.私はヒトを中心に生

物を見てきている.植物からヒトの中心は何処か

これからも整理 していきたい.分げっ,脊椎動物

の椎体などの繰り返し構造に動物と植物との共通

性がうかがわれ 興味深い.イネの艦軸にはphy-

tomerという表現があるが注目される19)20)

中皮mesotheliumについて

動物において上皮の形を示す組織で整理 しにく

い部分は腹腔,胸腔などの中皮と呼ばれる部分で

ある.この部は個体外面を覆う上皮と区別しても

意味がないという説明も見られるが 21),とても

重要な部分と考える22)

動物の腹腔では中皮は卵巣を覆っている.排卵

する時には卵はそれを破り,卵管を通って外にで

る.植物の花粉嚢の上皮は花粉を容れてある上皮

部分と,嚢を覆う上皮とは形を巽にしている,花

粉嚢だけで見ると外皮と中皮は区別され,動物と
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植物の共通 した基本的な形 と考 える.

種 子は腔 を親の細胞が包み込んだのが種子の始

まりと述 べ られてい るが 23),植物 を駐 車 か ら見

ていこうとす る場合には重要な指摘である.

ハス種皮杯細胞

種子3個の断面である.既 に次世代の発芽 が始

まっている (図 17).

外壁の上皮 に杯細胞を観察出来た (図 18).身

の回 りの植物組織の解説書 には杯細胞 を見 ない.

杯細胞 は楯状組織 を有 している上皮部分にある.

初期の珊状組織の都には杯細胞の数は少ないのは

興味深い.動物 と形の上で類似す る杯細胞 を植物

のハスで見た事は両者の共通性 を考 える上で重要

である.

柵状組織 の核 は上皮 と平行 して並 んでい るが,

その核の土 に小点状部分があ り,糸状の ものが連

なっている,上皮直 下に も同様 な ものが見 られ る

が,wL記 よ りも見分 けに くい.両者 はカスバ リ線

といえるのではないか (図 19),

結 論

動物 と植物 を駐葉 とい う整理の仕方で見ると両

者 を理解 しやす く,生 きものの共通性 をとらえや

すい.鯉軸 は植物個体の中心組織 と解釈す る｡

ハス種皮上皮 に動物でよく見 る杯細胞 を観察 し

た.
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